
平
成
二
十
九
年
十
一
月
六
日
提
出

質

問

第

一

三

号

北
朝
鮮
の
核
実
験
に
よ
る
北
海
道
へ
の
放
射
性
物
質
の
降
下
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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北
朝
鮮
の
核
実
験
に
よ
る
北
海
道
へ
の
放
射
性
物
質
の
降
下
に
関
す
る
質
問
主
意
書

十
月
三
十
一
日
の
朝
日
新
聞
は
、
韓
国
の
気
象
庁
は
北
朝
鮮
が
追
加
の
核
実
験
を
行
っ
た
場
合
、
放
射
性
物
質
が
外
部
に
漏

れ
出
す
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
を
報
じ
た
。
韓
国
の
研
究
機
関
の
調
査
で
は
、
放
射
性
物
質
の
降
下
が
北
海
道
付
近

に
広
が
る
恐
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

韓
国
の
気
象
庁
の
南
在
哲
長
官
は
国
会
答
弁
で
、
放
射
性
物
質
が
漏
出
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
「
豊
渓
里
の
万
塔
山
一
帯
に

六
十
〜
百
メ
ー
ト
ル
の
空
洞
が
あ
る
。
追
加
の
核
実
験
が
行
わ
れ
れ
ば
、
そ
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
追
加
実
験
が
な

く
て
も
地
震
で
陥
没
す
れ
ば
漏
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
十
月
三
十
一
日
、
ソ
ウ
ル
大
の
徐
鈞
烈
教
授
（
原
子
核
工

学
）
は
韓
国
の
国
会
の
参
考
人
質
疑
で
「
万
塔
山
で
は
こ
れ
以
上
（
実
験
）
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
、
山
が
崩
壊
し
た
場
合
、

「
北
風
が
急
に
吹
か
な
い
限
り
、
偏
西
風
に
乗
っ
て
北
海
道
か
ら
ア
ラ
ス
カ
に
（
放
射
性
物
質
が
）
行
く
」
と
述
べ
た
。

こ
れ
ら
の
発
言
を
踏
ま
え
、
政
府
の
見
解
を
確
認
し
た
い
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

北
朝
鮮
が
追
加
の
核
実
験
を
行
っ
た
場
合
、
放
射
性
物
質
が
外
部
に
漏
れ
出
す
可
能
性
が
あ
る
と
韓
国
の
気
象
庁
が
指
摘

し
た
こ
と
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

韓
国
の
研
究
機
関
の
調
査
で
は
、
放
射
性
物
質
の
降
下
が
北
海
道
付
近
に
広
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
こ

一



と
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

ソ
ウ
ル
大
の
徐
鈞
烈
教
授
は
、
韓
国
の
国
会
の
参
考
人
質
疑
で
「
万
塔
山
で
は
こ
れ
以
上
（
実
験
）
で
き
な
い
」
と
指
摘

し
、
山
が
崩
壊
し
た
場
合
、
「
北
風
が
急
に
吹
か
な
い
限
り
、
偏
西
風
に
乗
っ
て
北
海
道
か
ら
ア
ラ
ス
カ
に
（
放
射
性
物
質

が
）
行
く
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
北
海
道
に
在
住
す
る
者
に
健
康
被
害
が
生
じ
る
と
想
定
し
て
い
る

の
か
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

北
朝
鮮
が
追
加
の
核
実
験
を
行
っ
た
場
合
、
放
射
性
物
質
が
外
部
に
漏
れ
出
す
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
政
府
は
健
康
被
害
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
北
海
道
に
在
住
す
る
者
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
る
用
意
が

あ
る
の
か
。
そ
の
対
策
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


